
様式（１）-①

都市再生整備計画
に し て つ か す が ば る え き しゅうへん

西鉄春日原駅周辺地区

ふ く お か か す が

福岡県　春日市

令和　６年　３月

事業名 確認
都市構造再編集中支援事業 □

都市再生整備計画事業（社会資本整備総合交付金） □

都市再生整備計画事業（防災・安全交付金） □

まちなかウォーカブル推進事業 ■



都市再生整備計画の目標及び計画期間 様式（１）-②

市町村名 地区名 面積 38.4 ha

令和 6 年度　～ 令和 9 年度 令和 6 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

一体型滞在快適性等向上事業及びまちなかウォーカブル推進事業の計画　
滞在快適性等向上区域の考え方

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

回 R４年度 R９年度

％ R４年度 Ｒ９年度

人 R４年度 Ｒ９年度

都道府県名 福岡県
かすが

春日市
にしてつかすがばるえきしゅうへん

西鉄春日原駅周辺地区

計画期間 交付期間 9

大目標：　市の中心拠点にふさわしい都市基盤施設の充実と魅力的な歩行者空間の形成を図り、歩きたくなるまちなかを創出する
　　目標１：駅周辺の歩行者空間を整備し、快適で安全な歩行者ネットワークを形成する
　　目標２：駅周辺の道路空間をにぎわいの創出に活用できるよう改良を行い、市の中心拠点として相応しいエリアとしての価値を向上をさせる

・西鉄天神大牟田線の急行停車である西鉄春日原駅周辺は、第２次春日市都市計画マスタープランにおいて本市の「中心拠点」として位置付けられており、５００ｍの距離間で西鉄春日原駅とＪＲ春日駅が位置しているなど、利便性の高いエリアとなっている。
・福岡市域の天神や博多地区へのアクセスが良く、福岡都市圏の住宅都市として発展してきた。
・西鉄春日原駅を玄関口として、概ね５００ｍ四方のエリアでJR春日駅や春日市役所、県営春日公園等にアクセスでき、駅を中心に多様な商業施設等が立地している他、駅東口側には、大野城市域内ではあるものの大規模商業施設も立地しており、市の中心拠点とし
ての役割を担っている。
・コンパクトな都市構造で災害リスクも比較的低く地形的・地理的に居住に適した住宅都市となっており、人口密度は九州・沖縄地区で最も高くなっている。
・今後、緩やかな人口減少と高齢化の進展が見込まれる中で本市の地域活力を長期的に維持・向上させるため、令和５年度に立地適正化計画を策定（令和６年３月策定）し、持続可能な都市構造への再編を目指している。
・西鉄天神大牟田線の連続立体交差事業（Ｈ１５～Ｒ６）を機とし、街路事業として駅へのアクセス道路、駅前広場等を整備している。

・西鉄春日原駅周辺は古くから商業地として発展してきた経緯があり、市内の各地と比較して早期に住宅や店舗が建築され街区を形成している。そのため、道路幅員は狭く、ゆとりある歩行者空間の確保が課題となっている。
・駅の乗降人員数は急行停車駅であることから２０，０００人前後で推移しており、市内の鉄道駅では最も多くの市民が利用しているが、駅前広場が整備されておらず、バス停（路線バス、コミュニティバス）と鉄道駅を繋ぐ交通結節点としての機能の充実とゆとりある歩
行者導線の確保が求めらている。
・市の中心拠点としてふさわしい歩きたくなるような魅力的な歩行者空間を形成し、「駅＝経由地」から「駅（周辺地区）＝目的地」への変貌が期待されていることから、街路事業による駅前広場や駅へのアクセス道路の整備だけではなく、当該道路に接続する周辺道路
や道路付帯施設の整備により、多様な歩行者が快適で安心安全に移動できる歩行者空間の整備が課題となっている。
・駅周辺においては２つの商店会が存在し多様な商業施設が立地しているものの、現況の歩道は狭くゆとりある道路空間が形成されておらず、にぎわいの創出が図りにくい状況となっている。

①福岡都市圏都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（令和３年４月３０日告示）
　　西鉄春日原駅周辺の商業地域は広域拠点に位置づけられている。
②第６次総合計画前期基本計画（令和３年２月策定）
　　当該地区での賑わいのある空間を形成する基盤づくりに向けて整備を推進することとしている。
③第２次春日市都市計画マスタープラン（令和３年９月策定）
　　西鉄春日原駅周辺を中心拠点として位置付け、連続立体交差事業や駅前広場、駅へのアクセス道路の整備に合わせて、市民や民間事業者、商店会などが公共空間（駅前広場や既存道路等）を活用し、にぎわいのある空間を形成するエリアとして位置付けられて
いる。また、商店街内の散策機能強化による魅力向上を図り、リノベーションによる景観整備や公共空間の有効活用等によりにぎわいを演出することで、歩きたくなるウォーカブルなまちなか空間の整備を促進することとしている。

西鉄春日原駅を玄関口として、JR春日駅や春日市役所等の公共公益施設を含む概ね５００ｍ四方のエリアを滞在快適性等向上区域として設定し、歩道の新設、バリアフリーへの対応（段差解消、緩やかな勾配への変更）などにより、連続性・回遊性の高い歩行者空間
を確保する。
また、駅前広場においては、雨天時や夜間においても歩行者が快適かつ安全に滞在できる空間を創出する。

滞在快適性等向上区域での取組
区域内の道路のうち、歩行者交通量が多く歩道が未整備の区間については新たに歩道を整備する。また、既に歩道が整備されているものの縦断方向の起伏が激しい構造（マウンドアップ構造）となっている箇所については、快適に歩ける空間を創出できるようバリアフ
リーに対応した構造（セミフラット構造）に改良を行う。
駅前広場においては、バス停やタクシー乗降場と鉄道駅間に歩行者用のシェルターを設置し、雨天時においても快適に滞在できるよう交通結節点としての機能強化を図る。また、駅周辺の道路に歩行者用の照明を配置し、夜間においても安全に通行できる歩行者空
間を整備することで、訪問者数の増加につなげる。

駅周辺地区における地元団体のイ
ベント開催数

駅前広場及び駅周辺において開催されるイベント等の回数
駅前広場に接続する道路改良（カラー化、段差解消）を行うことで、
一段のイベントスペースを確保する。

２回 ４回

駅周辺の歩行者空間の満足度
市民意識調査において、西鉄春日原駅周辺の歩道の環境
整備に満足と答えた割合

雨天時や夜間においても、安全に歩くことができる歩行者空間を
整備することによって、快適性や回遊性の向上を目指す。

49.90% 52.00%

駅周辺の商店街を通行する歩行者
数

休日における駅の東西に位置する２つの商店街のメインス
トリートにおける歩行者の数

商店街のメインストリートの歩行者空間を整備することで、安全な
歩行空間を確保し、商店街への訪問者数の増加を増やす。

３，２７０人（休日） ３，６００人（休日）

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値



都市再生整備計画の整備方針等 様式（１）-③

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
【整備方針１　駅周辺地区における居心地が良く歩きたくなる安全・快適な歩行者ネットワークづくり】
・西鉄春日原駅を玄関口とした概ね５００ｍ四方のエリアにおいて、段差や勾配が急な歩道、狭隘な歩道などの課題を解消することで、駅利用者や中心
拠点への訪問者、その他当該エリアに立地する施設の利用者等が目的地まで安全で快適に通行できるように、歩道を改良する。
・高架橋沿いの道路において片側のみにしか歩道が整備されていない区間が存在するため、新たに歩道を整備し、駅を中心とした歩行者ネットワークの
形成を図る。
・歩行者空間のカラー化を行い、車両運転者に歩行者空間の位置を認識させることで、交通安全性を向上させる。

【基幹事業】市道２級第１号路線道路改良工事（道路）
【基幹事業】市道１３６号路線道路改良工事（道路）
【基幹事業】市道１３３２号路線道路改良工事（道路）
【基幹事業】春日原駅西口駅前広場歩行者用シェルター設置工事（滞在環境整備事業）
【基幹事業】春日原駅東口駅前広場歩行者用シェルター設置工事（滞在環境整備事業）

【整備方針２　交通結節点としての機能強化を目的とした施設を整備し、雨天時や夜間においても滞在できる利便性の高い滞在空間を創出する。】
・連続立体交差事業及び本市が施工する駅前広場整備事業に合わせ、バス停（路線バス、コミュニティバス）やタクシー乗降場と外コンコースを結ぶ歩行
者動線上にシェルターを設置することで、公共交通の乗り換え時や待機時間における快適性を向上させる。
・駅前広場や駅へのアクセス道路、駅周辺の生活道路に歩行者用の照明を設置し、夜間においても歩行者が安全に通行できる空間を確保する。特にア
クセス道路の整備によって幅の広い歩行者空間が確保できる場所については、スポット的な滞在空間としての利用も想定されるため、重点的に歩行者用
照明を配置する。
・居心地の良い魅力的な空間を創出し、「駅＝経由地」から「駅を中心としたエリア＝目的地」へとなるよう、エリア価値を高める。

【基幹事業】春日原駅西口駅前広場歩行者用シェルター設置工事（滞在環境整備事業）※再掲
【基幹事業】春日原駅東口駅前広場歩行者用シェルター設置工事（滞在環境整備事業）※再掲
【基幹事業】春日原駅駅前広場高質空間整備工事（高質空間形成施設）
【基幹事業】春日原駅周辺道路高質空間整備工事（高質空間形成施設）

【整備方針３　既存の道路空間を活用し、駅を中心としたエリアにおいて交流と賑わいを生み出す基盤づくりを行う。】
・駅周辺の道路空間を、鉄道利用者が目的地に行くために通行する空間から、駅周辺に立地する店舗等が活用することで人が滞留する空間となるように
改良し、賑わいのエリアとしての発展を図る。
・駅周辺の商店街内に位置する道路において、駅前広場と同様の美装化（カラー化）を行い、連続性のある魅力的な歩行者ネットワークの形成を図る。
・道路空間を地元商店街や自治会、市民団体など多様な主体がイベント会場や店舗の飲食スペース等として活用できるよう、段差や勾配を解消するとと
もに、電源の設置や水道の引込を行う。

【基幹事業】市道１１２号路線道路改良工事（道路）
【基幹事業】市道１１７号路線道路改良工事（道路）

【地元自治会、商店会や商工会と連携したまちづくりの推進】
・連続立体交差事業を契機として、地元自治会（２地区）及び商店会（２商店会）、商工会とで構成される「西鉄春日原駅周辺まちづくり会議」を平成３０年度に発足し、定期的に会議を開催している。
・会議の議題は多岐に渡り、連続立体交差事業や市が実施している街路事業の進捗状況報告のほか、ハード整備完了後のにぎわい創出を見据えた情報共有や意見交換を行っている。
・駅前広場を含む街路事業の整備効果をエリア全体に波及させることを念頭に、本計画に記載する整備路線の選定、工事内容等については複数回議題として取り扱っている。
・本計画で実施する道路改良により、沿道の事業者等が道路空間を活用したイベント等によりにぎわいを創出しやすい環境を整備する。

【官民が連携するまちづくりの推進】
・本計画の核となる施設は西鉄春日原駅（管理者（鉄道事業者）：西日本鉄道株式会社）であること、西鉄春日原駅の東側は大野城市域と隣接していることから、本計画の実施にあたっては、西日本鉄道株式会社と大野城市との連携は必要不可欠とな
る。
・令和３年５月１９日に、上記の２者と春日市で「連続立体交差事業を機とした官民連携まちづくり協定」を締結しており、今後のまちづくりにおいて相互に連携を図ることを確認している。
・協定における取組を実現することを目的に、本計画における滞在快適性等向上区域を設定しており、大野城市が作成した都市再生整備計画（大野城市中心市街地地区）（令和３年１１月第１回変更）における滞在快適性等向上区域と合わせて整備を
行うことで、西鉄春日原駅周辺だけなく、複数の駅に跨がる鉄道路線を軸としたまちづくりを推進する。



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（まちなかウォーカブル推進事業） 様式（１）-④-４

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路 春日市 直 L=360m R6 R8 R6 R8 254 254 254 0 254 -

道路 春日市 直 L=70m R6 R8 R6 R7 40 40 40 0 40 -

道路 春日市 直 L=45m R6 R8 R6 R8 36 36 36 0 36 -

道路 春日市 直 L=90m R6 R8 R6 R8 41 41 41 0 41 -

道路 春日市 直 L=20m R6 R8 R6 R7 64 64 64 0 64 -

公園

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設

高質空間形成施設 緑化施設等 春日市 直 1式 R6 R8 R6 R8 34 34 34 0 34 -

高質空間形成施設 緑化施設等 春日市 直 1式 R6 R8 R6 R8 36 36 36 0 36 -

土地区画整理事業

市街地再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

街なみ環境整備事業

エリア価値向上整備事業

滞在環境整備事業 春日市 直 A=300㎡ R6 R8 R6 R8 113 113 113 0 113 -

滞在環境整備事業 春日原駅東口歩行者用シェルター 春日市 直 A=170㎡ R6 R8 R6 R8 68 68 68 0 68 -

計画策定支援事業

合計 686 686 686 0 686 …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

春日市 直 1式 R9 R9 R9 R9 4 4 4 0 4

合計 4 4 4 0 4 …B

合計(A+B) 690

（参考）都市構造再編集中支援関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

合計 0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

福岡県 国土交通省 Ｌ＝3.3km ○ H15 R6 65,925

春日市 国土交通省 L=328.5ｍ ○ H14 R8 4,886

春日市 国土交通省 L=85.0ｍ ○ H14 R8 225

春日市 国土交通省 L=347.8ｍ ○ H17 R8 473

合計 71,509

交付対象事業費 690 交付限度額 345 国費率 0.5

（参考）事業期間 交付期間内事業期間
細項目

市道第２級１号線

市道１３３２号路線

市道１１２号路線

市道１１７号路線

市道１３６号路線

春日原駅駅前広場

春日原駅周辺道路

既存建造物活用事業

春日原駅西口歩行者用シェルター

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

事業効果分析調査

（いずれかに○） 事業期間

（いずれかに○） 事業期間

西鉄天神大牟田線（春日原～下大利）連続立体交差事業

西鉄天神大牟田線（春日原～下大利）地区（春日市） 春日原駅前線

側道春日原１号線

側道春日原３号線

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

地域創造
支援事業

事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模 全体事業費

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模 全体事業費



都市再生整備計画の区域 様式（１）-⑥

西鉄春日原駅駅周辺地区（福岡県春日市） 面積 38.4(38.4) ha 区域
春日市春日原東町１～３丁目、春日原北町１～２丁目の各一部、春日原北町３～５丁目、春日原南
町４丁目、原町３丁目の一部

N

凡　例

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　都市再生整備計画の区域

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　都市機能誘導区域

　　　　　　　　　　居住誘導区域

　　　　　　　　　　滞在快適性等向上区域

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　官公庁

　　　　　　　　　　鉄道（ＪＲ九州、西鉄）

　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｎ

西鉄春日原駅周辺区域

区域面積：３８．４ha

都市再生整備計画の区域



駅周辺地区における地元団
体のイベント開催数

（　回　） 2 （　R4年度） → 4 （　R9年度）

駅周辺の歩行者空間の満足
度

（　％　） 49.90 （　R4年度） → 52.00 （　R9年度）

駅周辺の商店街を通行する歩
行者数

（　人　） 3,270 （　R4年度） → 3,600 （　R9年度）

　西鉄春日原駅周辺地区（福岡県春日市）　整備方針概要図（まちなかウォーカブル推進事業）

目標

大目標：　市の中心拠点にふさわしい都市基盤施設の充実と魅力的な歩行者空間の
形成を図り、歩きたくなるまちなかを創出する。
　目標１：駅周辺の歩行者空間を整備し、快適で安全な歩行者ネットワークを形成す　
　　　　　る。
　目標２：駅周辺の道路空間をにぎわいの創出に活用できるよう改良を行い、市
　　　　　の中心拠点として相応しいエリアとしての価値を向上させる。

代表的
な指標

様式（１）-⑦-４

N（関連事業）
○西鉄天神大牟田線（春日原～下大利）連続立体交差事業
　（街路、～Ｒ６）
○西鉄天神大牟田線（春日原～下大利）地区（春日市）
・都市計画道路春日原駅前線（街路、～Ｒ８）
・都市計画道路側道春日原１号線（街路、～Ｒ８）
・都市計画道路側道春日原３号線（街路、～Ｒ８）

■基幹事業（道路）
　市道第１１７号路線　

■基幹事業（道路）
　市道第１１２号路線　

■基幹事業（滞在環境整備事業）
　春日原駅東口駅前広場
　歩行者用シェルター　

■基幹事業（道路）
　市道第１３３２号路線　

■基幹事業（高質空間形成施設）
　春日原駅周辺市道
　照明、サイン等　

■基幹事業（高質空間形成施設）
　春日原駅駅前広場
　照明、サイン等　

■提案事業（事業活用調査）
　事業効果分析調査業務　

■基幹事業（道路）
　市道２級第１号路線　

■基幹事業（滞在環境整備事業）
　春日原駅西口駅前広場
　歩行者用シェルター　

　都市再生整備計画の区域

　滞在快適性等向上区域

　基幹事業

　提案事業

　関連事業

　都市機能誘導区域

　居住誘導区域

凡　　例

■基幹事業（道路）
　市道１３６号路線　


